
 

装飾古墳の保存・管理状況の実態調査について 

 

１ 調査の趣旨・内容 

（１）趣旨 

   現在、国史跡の装飾古墳は５６件あり、各地方公共団体において、保存活用に取り組まれ

ているところである。先般の東日本大震災において、多くの文化財が被災し、福島県や宮城

県等の装飾古墳についても被害が確認され、常時の保存・管理体制と、被災時の保存・管理

体制の在り方など、行政的には適切な保存管理体制が求められる。こうしたことから、国指

定の装飾古墳の保存管理状況を把握することを目的に、全国的な悉皆調査を実施した。 

 

（２）調査内容 

  ①調査期間：平成２３年１２月２日～２４年１月３１日（調査後も適宜対応） 

  ②調査対象：国指定史跡の装飾古墳（１５府県・５６史跡・７２基） 

  ③調査内容： 

（ⅰ）装飾古墳の基礎情報について 

（ⅱ）装飾について（埋葬施設等の規模等） 

（ⅲ）管理状況について 

（ⅳ）保存・管理施設について 

（ⅴ）公開の状況について 

（ⅵ）装飾の状況について 等 

 

 

２ 調査結果の概要（詳細は参考資料参照） 

（１）調査対象 

   ５６史跡（７２基）の装飾古墳 

 

（２）装飾の種類について（重複事例あり） 

   線刻壁画：２８基、 彩色壁画：４３基、 石棺等に彫刻：８基 

     → 彩色壁画が過半数を占める 

 

 

 

 

 

 資料５  

古墳壁画の保存活用に関する検討会 

   装飾古墳ワーキンググループ（第１回） 
Ｈ２４．１０．２４ 

 



 

（３）管理状況について 

  ①保存・管理対策の有無 

    対策あり：７０基、 対策なし：２基 

     → 概ね保存管理対策がなされているが、対策されていないものもある。 

  ②保存管理対策の内容（重複事例あり） 

    保存施設・設備等の設置：５４例、 管理職員・警備員等の配置：３例 

    定期的巡回の実施   ：５１例、 その他：２２例 

     → 保存施設の設置と定期的巡回が中心となる 

  ③装飾の点検の有無 

    点検している：６３基、 点検していない：９基 

     → ほとんどの古墳で装飾の点検が行われているが、点検が実施されていないものも

ある。 

  ④点検者の種類（重複事例あり） 

    専門職員：５５例、 事務職員：１１例 

    自然科学等の専門家：２５例、 その他：６例 

     → ほとんどの古墳では専門職員及び専門家によって点検が行われている 

  ⑤点検の頻度 

    毎日：１例、 週に１～複数回：２例、 月に１～複数回：２３例 

    年に１～複数回：３６例、 数年に１回：１例 

     → 概ね１年に１回以上は点検が行われている 

    ⑥点検の方法（重複事例あり） 

    目視：６２例、 写真撮影：２４例 

    環境測定：２６例、 その他：４例 

     → 目視を中心としながらも、写真や測定による記録を残している 

  ⑦保存管理対策に関する委員会の設置について 

    設置している：１３基、 設置していない：５９基 

     → 委員会の設置事例は決して多いとは言えない 

  ⑧委員会が設置されていない場合における外部有識者からの助言等の状況 

    助言等あり：４１基、 助言等なし：１８基 

     → 委員会が設置されていなくとも、外部有識者から助言等を受けている事例が多い 

 

 

 

 



 

（４）保存管理施設について 

  ①保存施設・設備の内容（重複事例あり） 

    囲い柵：２２例、 覆屋：２６例、 扉等：３４例 

    入口施設：３０例、 内部施設：１４例 

     → ６１基は何らかの保存施設を有している 

  ②保存施設・設備の設置時期（重複事例あり） 

    大正～戦前：６例、 戦後～昭和４０年代：４４例 

    昭和５０～６０年代：３５例、 平成元～２４年：３９例 

     → 古くから保護が図られているものの、老朽化が問題となる事例もある 

 

（５）装飾の公開状況について 

  ①公開の有無について 

    公開している：４９基、 過去に公開していたが現在は公開せず：１１基 

    公開していない：１２基 

     → 現在でも過半数の古墳は一般公開している 

  ②公開の頻度 

    常時公開：１３基、 希望時のみ公開：１９基 

    定期的に公開：１２基、 その他：３基 

     → 公開の頻度については装飾の状況に応じて様々である 

  ③過去の情報公開の有無について 

    情報公開の事例あり：８基、 情報公開の事例なし：６４基 

     → 多くの古墳において情報公開の事例がないが、問題等が生じた事例については、

速やかな情報公開がなされている 

 

（６）装飾の状況について 

①過去の劣化の内容 

   ○劣化の認識  

    あり：３１件、 なし：４１件 

      → 約半数が過去に劣化の認識があった。うち２９件が対応済み。 

 

 

 

 



 

   ○劣化の内容（重複事例あり） 

    退色： ３件  環境  ：１０件  石材 ：１件  生物：２１件 

    遺構：１４件  保存施設： １件  人為的：２件 

      → 環境や生物関係を原因とする事例と、遺構そのものの劣化が原因となる事例が

多い。 

②現状の問題（重複事例あり） 

    退色：０件  環境  ：２０件  石材  ：１件  生物   ：１０件 

    遺構：４件  保存施設：１３件  管理体制：４件  内部未確認： ３件 

           → やはり環境や生物関係が懸念される事例が多い。保存施設の老朽化も問題とな

っている。  

③予測される問題点（重複事例あり） 

    退色：４件  環境  ：１１件  石材  ：４件  生物   ：１７件 

    遺構：８件  保存施設： ８件  管理体制：４件  内部未確認： ２件 

      → 今後の懸案事項は「２．現状問題」とほぼ同じ。 

 

 

３ 検討会での検討 

（１）検討内容 

   「古墳壁画の保存活用に関する検討会」の下に「装飾古墳ワーキンググループ」を設置し、

装飾古墳の保存活用の在り方について、各装飾の内容や古墳の特性を踏まえて検討を行う。

その成果を踏まえ、適切な保護の在り方についての考え方や手法を示すことにより、装飾古

墳を保存管理している関係地方公共団体等が装飾古墳を積極的に保存し活用することを目指

す。なお、技術的な調査等については、２５年度の予算要求を行っているところ。 

 

（２）今後のスケジュール 

  平成２４年９月１９日 古墳壁画の保存活用に関する検討会（第１０回） 

       １０月２４日  装飾古墳ワーキンググループ（第１回） 

              以降、１０回程度会議を開催し、検討 

     ～平成２５年度末 装飾古墳の保存活用の在り方の取りまとめ・報告 

 


